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１．研究計画の概要 

本研究は、インターネット上で公開される
各種テキストや個人・組織が管理する文書を
対象として、関連する情報を結び付ける「情
報リンケージ」プラットフォームを構築する
ことを目的としている。これにより、無秩序
に拡大する大量情報の中からその場で自分
の必要とする情報を的確に取り出し、わかり
やすく提示する新たな情報検索の枠組みを
考案することを目指している。 

本研究では、特に本・人物・製品といった
具体物（モノ）および台風や選挙といった事
件（イベント）を対象とし、大量の情報の中
に現れる同一のモノやイベントをリンクづ
けるとともに、それらのリンクづけられた情
報を検索し提示するシステムの研究開発を
進めている。具体的には、下記に示す課題に
取り組んでいる。 
（１）リンケージエンジンの構築 
効率的に大量データのリンケージを実現す
るためのインデキシングおよび分散処理法
の研究とそれらを統合したエンジンの開発。 
（２）マッチングモデルの提案 
多様な情報源から得られるモノやイベント
情報を適応的にマッチングするためのモデ
ルと効率的な処理アルゴリズムの考案。 
（３）モノ・イベントリンケージ 
人物や書誌といった具体的なモノや新聞記
事等に現れるイベントを高精度にリンクづ
ける手法の研究。 
（４）アカデミックリンケージシステム 
学術情報を対象とした大規模なリンケージ
システムの研究開発および研究者を中心と
したデータ再構築の手法提案と実装。 

 

２．研究の進捗状況 
（１）リンケージエンジンの構築 
大規模データを処理するためには、個々のア
ルゴリズムの効率化に加えて分散処理によ
り効果的に計算資源を活用することが必要
になる。本研究では、計算資源を柔軟に活用
するために、自律性の高い分散処理の枠組み
である P2P システム上に情報検索を行う方
法を提案した。提案手法は、符号理論の手法
を用い、語の出現頻度に基づいてピアに文書
を割り当てることによって、負荷分散をはか
り、大幅に効率を向上させた点に特徴がある。 
（２）マッチングモデルの提案 
モノやイベントに関する情報は、文書やレコ
ードなど様々な形式で記述されている。本研
究では、このような状況に対応するために、
木構造で表わされるデータのマッチングモ
デルの研究を行った。木構造データのマッチ
ングはコストの高い計算を必要とするため、
本研究では、従来のアルゴリズムと比較して
同程度の近似度で計算量の低い近似マッチ
ングアルゴリズムを考案した。また、データ
に即した高精度なマッチングを行うために、
統計的な木マッチングモデルの学習法を提
案した。 
（３）モノ・イベントリンケージ 
特に、論文情報や人物といったモノに関する
研究を進めてきた。人物は、学術文献や Web
などに現れる重要な情報であるが、そのリン
ケージのためには、同姓同名の人物を区別す
る必要がある。本研究では、各人物に関連す
るトピックをその人物の記述を含む文書中
から抽出することによってリンケージ性能
を高めることができることを示した。 
（４）アカデミックリンケージシステム 



大規模な書誌データベースのリンケージを
オンラインで行うための要素技術を開発し、
１千万件を超える論文の柔軟な同定をリア
ルタイムで実現する同定エンジンのプロト
タイプシステムをウェブ上にて公開した。ま
た、研究者を単位とする情報の再構築を目的
として、開発したエンジンにより数千万規模
の同定を行い、国立情報学研究所の新サービ
ス（http://seikaplus.nii.ac.jp）の論文リンク
を作成した。 
 
３．現在までの達成度 

全体としては、②おおむね順調に進んでい
る。 
（１）リンケージエンジンの構築 
自律性の高い分散環境での情報検索技術を
提案済みでおおむね順調に進んでいる。 
（２）マッチングモデルの提案 
順序木のマッチングモデルおよびアルゴリ
ズムの構築済で計画どおりに進んでいる。 
（３）モノ・イベントリンケージ 
モノリンケージについては、すでにリンケー
ジシステムとして実システムに組み込まれ
ており計画以上に進んでいる。イベントリン
ケージについては、若干遅れぎみであるが、
残りの期間で重点的に進める予定である。 
（４）アカデミックリンケージシステム 
書誌リンケージについて、明示的なフォーマ
ットを持たない文字列や自動文字読み取り
装置（OCR）の出力など誤りを含む文字列に
対しても、柔軟で高精度な同定を高速で行う
エンジンを実装し、複数のサービスや外部プ
ロジェクトにデータ提供を行うなど、計画通
りに進んでいる。 
 
４．今後の研究の推進方策 

下記のとおり各課題の研究を推進すると
ともに、全体を統合し情報リンケージ基盤と
して取りまとめる。 
（１）リンケージエンジンの構築 
大規模データを効率的に処理するためのイ
ンデキシングの技術を中心に研究を進める。 
（２）マッチングモデルの提案 
様々な情報源から得られる情報のリンケー
ジには無順序木のマッチングが有効である
が、計算コストが高いため、効率的な無順序
木のマッチングの研究を中心に進める。 
（３）モノ・イベントリンケージ 
イベントリンケージ問題を中心に取り組む。
イベントの抽出およびリンケージを行うた
めに、固有名抽出や隠れトピックモデルの技
術を適用し特徴を抽出するとともにクラス
タリングを行うことにより、イベントリンケ
ージを実現することを計画している。 
（４）アカデミックリンケージシステム 
数万人、数千万件規模の情報に対するリンケ
ージを目標として、これまで開発した要素技

術を統合した大規模リンケージ基盤を構築
し、その総合性能を評価する。また、リンケ
ージにより得られる確信度つきの統合デー
タを利用した、俯瞰的な統計分析の枠組を検
討する。 
 
５. 代表的な研究成果 
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